長野県総合計画審議会　土地利用・事業認定部会

○開催日時　　平成28年１月26日（火）午後１時30分から午後３時
○開催場所　　長野県庁本館棟３階　特別会議室

○出席委員　　春日十三男部会長　中嶌実香委員　野原莞爾委員　三木正夫委員

１　開　　会

　企画振興部地域振興課　市川課長補佐兼土地対策係長から委員の出席状況を報告の上、長野県総合計画審議会条例に基づき会議が成立している旨を説明
２　あいさつ

　企画振興部地域振興課　佐藤地域振興課長からあいさつ
３　議　　事
　□(1)第五次国土利用計画(長野県計画)骨子(案)について

　　・資料１　第五次国土利用計画(長野県計画)骨子(案)
　　・資料２　第五次国土利用計画(長野県計画)骨子(案)
　　・資料３　第五次国土利用計画(長野県計画)骨子(案)
□(2)その他

　　・資料４　今後の国土利用計画(長野県計画)策定スケジュール
　□質疑
(1)第五次国土利用計画(長野県計画)骨子(案)について
（春日部会長）

それでは、ただいま事務局のほうから説明のございました資料１～３それぞれ全体を通じて、どこからでも構いませんので、ご質問、ご意見をいただければと思います。よろしくお願い申し上げます。
人口は減少していく中で、切り張りをしながら、どう県土をうまく使っていくかということになっていくわけですけれど。私なんかは、座長のほうであまり言ってはいけませんけれども、農業関係の出身ですので、農地の関係のところが一番気になっております。
この資料３のところでも、利用区分ごとの達成目標等を掲げてございますけれども、食料の安定確保とか優良農地の確保ということをするには、やはり生活していかないと、儲からないと農業をやる人がいないということにつながっていくので。荒廃農地の再生もそうですが、農地の担い手への集積も、根底にあるのはやはり農家の所得をどう向上させられるかによって、こういう農地としてのものというのは確保されるというところがあるわけで。
そういう点が、本当に、どうやっていったらいいのかなというようなところまで入り込んでいかないと、減少傾向を緩やかにするということを目的とするなら、こういうことなのかもしれないですけれども。
移住者に、農地まで含めた農業をできるような住宅を提供するという観点からすると、例えば宅地分譲の業者とタイアップして、裏に少しでも畑をつくれるような住宅の規模みたいなものをやれば。そこにそんなに大きな農地は要らないんですよね。住宅地で家族４人が食べられるような面積で野菜をつくれる。キュウリが２本あって、トマトが２本あって、ナスが２本あれば、相当なものがとれる。そういう面積なんていうのはたかが知れているんです。そういうものを一緒につくれるような、住宅の規模に繰り入れをしてやるようなことをやっていけば。農地は取得できませんけれども、そういう住宅とあわせた、要は家庭菜園ができて、それが広がって、やはり今度は農業をもっとやってみたいとか、借りてもやってみたいというところにつながっていくような形をとらないと、今の農業政策や農業所得の部分でいくと非常に難しいような気がします。これはちょっと愚痴にもなるかもしれませんけれども、そういうような気がします。
（中嶌委員）
結局、相続とかの関係で農地が分散化してしまって、法定相続分で農地は相続するんだけれども、結局、耕作はしないような状況で放置されている農地というのが相当数あると思うので。ここで言っている担い手の方への農地集積とか集約化というのは、具体的にはどういうことを考えているんですか。そういう相続人の方たちから農地を、ただというわけにはいかないでしょうからね、結局、自分には相続分があるということで、農地でもきっちり自分の相続分があるということで確保されたものなので、それを買い取るような形で、また農業者のほうに集約していくということ。その辺はどういうことを考えているのか、お答えいただければと思います。
（春日部会長）
どうでしょうか。
（佐藤地域振興課長）
農地の中間管理機構のことですね。

（農業政策課）
そうですね。やはり意欲のある農業の担い手の方、そういった方の育成もしていかなきゃいけないと思いますし、相続して農地を持っているんだけれどもなかなか耕作できないですとか、高齢化して農地をうまく維持管理していけないという方に対しては、農地の中間管理機構というものを通じて、農地の担い手への集積を図ったりして、できるだけ営農を効率化して、荒廃農地の発生ですとか、そういうものもなるべく少なくしていきたいと。
（中嶌委員）
賃貸というか、借りて、とりあえずは耕作しますということを考えているということなんですね。
（農業政策課）
そうです。

（春日部会長）
所有権と利用権を分けるような考え方なんだと思いますけど。中間管理機構、国の制度として各県つくって、今、やっておりますけれども。なかなか、出し手と借り手がうまくマッチングするかどうかというのは、こういう中山間地帯だと、平坦地で農業しやすいところはやっぱり欲しいですよ。畦畔の強いところだと、それだけ労力がかかるんで、なかなか厳しいところがあるというふうにも聞いておりますけれども。
（中嶌委員）
あとですね、個人の方がお持ちの山林なんですけれども、これが相続というか、代々伝わっていく中で、ご本人たちも現地がどこだかわからないというような感じで、もうほとんど管理されてないような土地も相当数あるというふうに認識していて。その辺も、先ほど要するにマッチングという感じで、持っている方と管理の方、つまり所有者の方とその管理をしてくれる方を引き合わせてうまくやっていくというお話だったんですが、それは所有者の方がそもそも管理してくれっていうことを申し出ることが前提になっているんです。そうじゃなくて、何かもう放ったらかしになっちゃっているようなところでも、荒廃しているところに、行政で把握して、積極的に介入していくということまで考えていらっしゃるのか、もしくはそういう申し出があればやりますよという、そういう話なのか、その辺はどういうことを考えていらっしゃるんですか。
（森林政策課）
森林政策課ですけれども、山林の管理等は、所有者の方からの申し出という部分はありますけれども、森林組合、林業事業体の方たちが、林業は小さい面積ですと経費がかかってしまいますので、その土地の集約化というものをしまして、大きい面積をなるべく一まとまりにしまして維持管理していこうというような形で、平成24年度から計画制度が進んでおります。ただ、今人口減少によりまして、所有形態がちょっと不明になってしまっている山林が多くございますので、こちらにつきましては、境界の明確化とか、そういうものを事業として取り入れながら、将来的に維持管理していくというような形で、今、国も施策として進めておりますので、引き続きそのような形で維持管理してまいりたいと思っております。
（中嶌委員）
なかなか大変ですよね。私も経験ありますけれども、ずっと追っていかなきゃいけないのでね。
（野原委員）
維持管理する人の数が、労働人口が減ってきているんですよね。足りないために整備ができないという話もよく聞くんですけれどもね。そういうものに対する対策とか、何かおありになるんですか。
（森林政策課）
今、林業の担い手というものも、かなり人数は減ってきてございます。ただ、昔は高齢化で大分皆さんお年をとられているという形だったんですけれども、現在、いろいろ国の制度等も取り入れまして、若い方たちがかなりの数、林業に就業してございます。ただ、林業もやはり長いスパンでやる、また危険も伴う労働で、通常の企業と違いまして、定着率が低いということもございますので、そちらのほうも、これも国の施策等取り入れながら、林業労働者数の増加に向けた取組というものを引き続き行っているところでございます。なかなかこの目に見えた部分が出てこないというのが林業の部分なんですけれども、そのような形で続けてまいりたいと思っております。
（春日部会長）
どうでしょうか。今、林業の話だと、私の家も山はあるんですけれども、子どものときに行ったときの区切りのところが、みんな木が大きくなっちゃったんで、この木が境だよって言っていたのが、どの木だったかわからないような状況になっていて、荒れてしまってきている。これは、年寄りが子どもを山へ連れて行かないようなところは、もうどこの山だかさっぱりわからないという状況になっている。森林が非常に大きな木に全部なってしまって、切り出す人がいないというようなね。非常に難しいじゃないですか、専門技術が要るんで。素人が行って、それでは切るかなんていう話にはならないものですから、非常にそういう点では山が荒れてしまっているというのが現状かなと。森林組合に頼んでも、結局、限度がありますので、なかなかそういうふうになっていない。道から入りやすいような山はすぐやってくれても、大分奥山になるともう全然手がつかないという状況かなと。
それからストーブなんか非常に住宅で、今、ブームになっていて、チップのやつと薪のやつとあって、新築の若い皆さんの住宅なんか、非常にそういうものが需要があるんですけれども。結局、その切り出す人間たちがいないっていうところがやはりネックになっているということだと思うんですね。だからそこら辺のところを、そういう機能を持った施設をつくってやらないと、持ち込んでそこで切ってもらえるような格好にしないとだめなんじゃないかなという気がしますので、どうぞそこら辺。ちょっと余分なことまで申し上げましたけど。
（野原委員）
今、説明いただいて、全体的な一つの課題というのが大体出てきていると思うんですけれども。農地も一つの大きなこれからの課題、森林も大きな課題ですね。いわゆるなかなか解決できない問題がそこにあって、それを一口に、森林でいけば生活基盤整備等による森林からの他区分への利用転換とこう文章では書いてあるけれども、どういうような事業計画というか、行動計画で、いつまでにどの程度までやるのかという、そういうのが見えてこないものですから、ちょっと実感が湧かないんですね。
それと同じように、多分住宅も今一番問題になってきているのが、やはり中心市街地の、どんどん空き家が増えてきていること。それに対しても、国からの政策で再開発のいろいろな補助金も出て運営しているんですけれども。それにしても、その中心市街地というのがなかなか活性化して来ないという現状があるんですね。それに対応して、各市町村が中心になってやるべきことなんでしょうけれども、県がどの程度までそういうことに入っていけるのかですね。そういう点についても、いろいろ、中心市街地に対する問題が解決策として出ていますけれども、そういう点の具体的なものが出てこないと、課題が課題となったままでどんどんどんどん、せっかくの資産が、価値が減っていってしまうという、そういう現状だと思うんですね。ですから、これをやはり真剣に考えていかないと、長野県の県土、県土と言っていたものが、全然価値のないものに変わっていってしまうことが心配されるなという、こんな感じを総論として持ちました。
それともう一つ、工業団地等の問題につきましても、ある程度誘致をして、それで大手の企業を誘致して、そしてこの長野県でこの何年かの間に、もうかなり大手の企業が工場閉鎖をして撤退してしまうというようなことで、非常に他力依存的な要素があって難しい面があるんですが。ただ、考えていかなきゃいけないのが、今のこれからの経済というのが、今までの二十世紀型のような、生産拠点を増やしてどんどん発展していくということから、逆の方向に行くということになると思うんですね。ですから、そういうようなところで、その工業団地化したものを真剣にどういうふうに変えていくのか、そういうようなことにも取り組んでいく必要があるかなという、そんな思いもしながら、具体的な中身については、今、申し上げてもあれですが。やっぱり具体的に一つ一つ解決する方向で進まないと、この土地利用というものは、どんどんどんどん価値が低下してしまうんじゃないかというようなことが心配だというふうに思っております。
（三木委員）
今、野原委員おっしゃったものと、全く同じなんです。私も、県職員をやっていたもので、この土地利用のものは大変だと思うんですが、今の時代は特に大変だと思います。それはもう需要と供給のミスマッチがありますから。そして農地の集約化、国のほうで言っているんですが、農地は、出したい人はいますけど、受け手がいないんです。だからそういう現実を見ていかないと、国の動きのままやっていったとしても無理だと思います。それから果樹地帯で集約化というのは無理ですよね。水田地帯ではできますが。そういうような、長野県の個別の課題について整理をしていかなければだめだと思います。
それから山林もそうでして、山林を幾らやったとしても、今、収益をとれませんから、山林をトータルとしてしっかり管理するのは非常に難しいと思います。よくバイオ発電だとか、そういうのをやればいいっていう話があるんですが、私、全国のバイオの専門の先生に聞きましたら、本当にうまくいっているところはないというんですね。相当の投資をしてやれば成功するかもしれないけど、個別の民間企業でやって、その収支見通しでうまくいっているという例はないというんです、少なくとも。ですから、そういうような現実を直視して考えていくというのは大事だと思います。
それから市街地の活性化も、今度の市長選も、私、市街地の活性化ということを言われたんですけれども。実は市街地の活性化というのはすごく難しい。というのは、ほどほどに皆さん豊かですから、自分の土地を手放さないんですよ。それともう一つは、以前は、商業と住宅と一緒になっていましたから、今、商業をやめても住宅地として住んでいるわけですね。ですから、非常に一般論的にはいろいろな意見が出るんですが、個別に考えると非常に難しい。それから大きな空き店舗等があった場合に、よく市議会等では、それは市で何とかしろというんですが。私が調べた限りでは、市で何かやって成功した事例ってないんですね。それは民間と行政との違いなんですね。そのくらい難しいものですから、そういうことは、もっとしっかりと意識の転換をしていかないと難しいと思うんですよね。それから空き家対策もやっぱり同じですよね。空き家を持っていても、知らない人に貸したくないから貸さない。貸さなくてもいいほどもう裕福になっちゃっているわけですね。
それからもう一つ大事なのは、私、地方に徹底的に足りないのは、人と情報のネットワークだと思うんです。お金のないのはもちろんなんですけど、人と情報のネットワークで、いかにそういう情報を得て、それを活用していくかというのが大事だと思います。
それから、野原委員おっしゃったように、工場誘致をやっても、私どもも大企業が出ていってしまったんですけど、これから少しずつでも、小さな企業を起こしたりする人を支援していくとか、サービス業だとか、そういうものにもある程度目を向けていかなければ、今でも県民は、大きな工場が来ればよくなるというようなことを考えている人がいますから、そうではないということもやっぱり知ってもらうことが大事かなと思います。だからこの課題はすごく重いし、なおかつ長野県らしい観点から解決策を一つずつ考えていくということになると思います。
それから、先ほど部会長さんおっしゃった農地も、どのくらいの大きさがなければいけない、農業ができないかなんていう規制があるんですけど。そうじゃなくて、農業がしたい人であったら、どんな小規模であってもしてもらえばいいんですよね。それはその経営主体として農業をやる人と、そうじゃなくて、趣味や健康のために農業をやる人がいますから、そういうようなことも、県としてやっぱり考えていったほうがいいかと思いますね。
それから、いつも申し上げているんですけれども、この国土利用計画の中で、土地が国民のための限られた資源であるというんですよね。しかし、一番活用してもいいところが、規制があって活用できないわけです。それは、私どもで言うとインターのところの土地なんですよ。東京だとか首都圏の場合には、インターの周辺だとかはすごい開発しているんですけど、地方はそういうところが開発されてないんですね。その開発されてないということが、いかに都市と地方との土地の有効利用に差があるかということなんですよね。そういうことも、県全体として、私は土地の有効利用から考えていっていただきたい。それは農業を軽視するという意味じゃなく、農業よりも生産が上がったり、またそこに就業することによって、子どもたちが帰ってくるような場づくりというのが、長野県らしい、私は土地政策だと思うんですよ。だから、くどくなりますけど、国の政策は国の政策で重要なんですが、長野県らしい政策というのはやっぱりやっていくことが大事になるかなと思います。以上です。
（春日部会長）
私も、最後のほう、資料２の16ページのところに、リニア新時代にふさわしい地域のまちづくりへの県土利用という項目があるんですけれども。リニア、飯田を通るんだけど、通過点になってしまう危険性があると。今、三木委員が言ったように、やはりそこの周辺開発をして、利用できるような形をきちんととっていかないと、せっかくの時間の短縮をするところがうまく利用できない。もっと言えば、飯田に住んでもらって、通勤圏内に、東京でも名古屋でも行けるような話になるわけですから、そこのところを、人口を増やす、利用するといったときにその周辺。それから関連道路の整備というのを、やはり高速道路、中央道からの取り付け道路をどうきちんとそこへ付けていって、駐車場やその関連施設をきちんと整備するかみたいなのは重要なことで、一朝一夕にはできない。民間に任せていけば、みんなガチャガチャになっちゃうと思うんですね。もっとうまくその計画を立てていかないと大変なことなんだろうなと。
そうすると飯田の先の、本当に自然がまだいっぱいある、チロルみたいなところがあるので、非常に有効にこの自然の財産を使えるところになっていくんじゃないかという気がしますので、そこら辺も検討していかなきゃいけないんじゃないでしょうか。
（野原委員）
このリニアの問題は、私、出身が飯田なものですから、非常に興味もあるし、これからの対応というのは、非常に大切なことだなというふうに思っていますが。一方で、現在、観光協会のほうの理事長も兼務させていただいている関係で、長野県全体の観光をどうするか。いわゆるその場所、土地、そういうものを利用したことに観光というのはなるんですね。ですから、その観光の言葉が一つもここに出てこないで、土地利用をどうするかというのは、既存の物の考え方であって。新しくそのリニアができたり、これから観光で、日本版ＤＭＯをこれからやっていこうという、そういうときに、やはり土地利用の中でも観光面の点から、どういうふうに開発していくのか、どういうふうにやっていくのかということをしていく必要があるんだろうなというふうに考えます。
リニアも、ここに書いてあるような程度の周辺の開発だとかいうことではなくて、やはり飯田に魅力をつけなければ、そこに入ってくる人はいないっていうことになりますから。やはりそこに降りる人口がいなければ、だんだんだんだん本数を減らされてくるということになりますのでね。だからそういう点からいくと、いかにその人口を流入させるための施策を、そのエリアの魅力をどうやってつけるかと。南アルプスもあるから、いわゆる日本のスイスだって言われる、だけどそれの周辺の整備であるとか、そういうようなことと相まって、その一つの観光地域づくりをしない限りは、その飯田の魅力がないということになる。今現在、若い人たちのグループをつくって、自分たちがある程度の年齢にいったときに、飯田の町をどういうふうにしたいかということを自分たちで考えようじゃないかというのを、ここ２年ぐらい推進しております。それで年寄りは、口はもう出すなと。それで金だけ出せということを言っております。これからは若い人たちに委ねて地域づくりをさせないと、なかなか難しいし、またそういうところから意見が上がってきたら、飯田市は当然ですが、ぜひ県のほうでも取り上げていただいて、そういう観点から、その土地利用を進めていくというようなふうにしていただいたらありがたいなと思いますので、よろしくお願いします。
（三木委員）
今のに関連してよろしいですか。須坂でトレイルランをやっている人がいるんですが、この地域はトレイルランのすごい魅力的な地域だというんですね。だから今の、森林を活用したそういう、今もおっしゃるような観光っていう面では、そういうような違った面の森林の活用というのも一つなのかもしれないですね。
（春日部会長）
ほかにどうですか、よろしいでしょうか。今、いろいろご意見をお聞きいただいております。本件の議論はこの程度にさせていただいて、時間的なものもございますので整理させていただきたいと思いますけれども。長野県らしい部分というのをやはり特徴としていけっていうのと、やっぱり観光面っていう部分を入れる中での展開というものをやはり特徴として入れていく必要があるんだろうということで。国の計画に沿ってはいるんですけれども、そこに長野県の置かれている地域の特性をうまく生かした部分を入れ込んで、具体化をしていけるようなものを一つずつ削っていかないと、ただ絵に描いた計画だけに終わっていくということを、委員さんたちは心配されているのだろうというふうに思います。
その点も踏まえて、今回の、今のご意見を骨子に反映させていただきながら、今後の作業について進めていただきたいというふうに、まとめさせていただきたいというふうに思います。
それでは、県にはその旨お願いをしまして、その他のことで何か事務局のほうからあればしていただきたいと思います。
(２)その他

（春日部会長）
　策定スケジュールと今出ておりますが、原案について今月中には作成をさしていただきながら、市町村との意見交換をしながら、パブリックコメントを３月中につけていって、４月に原案を作成をして、５月に私どものこのような部会で最終案を決める、こういうスケジュールだそうでありますが、よろしいですか。
まあ我々の言った意見がどんな風になるのかがちょっと見えない、難しい所があるかもしれませんが、十分そこら辺を酌んで頂いた上での原案を作って頂くという事をお願いを申し上げたいかなと思います。よろしいでしょうか。
それでは本日の議題は以上でございます。この際委員の皆さんの方から何かご質問・ご意見があればお出し頂きたいと思いますが。
（野原委員）
最後にまとめ方なんですけど、資料１に骨子という風に書いてあるんですね。それでそれに基づいて資料２と資料３があるわけですね。文言を読んでいくと、結構重複して、どこにあるのかわからないというところが。これを先に読んでこれをずっと読んでいきますと、書いてあったものがまた違うような表現で書いてあるんですね。だからそこの所を一つにして、ワンパックにしちゃった方がわかりやすいんじゃないかなっていう感じがします。前の中期経営計画の時も、総合計画の時も、同じような文言がいくつも並んでて理解しづらかったです。それを色々申し上げたのですが、あまり聞き入れて頂けなくて。それでも最後には阿部知事自ら最初の頭の文章を書いて頂きました。
たくさん資料があるといいような、仕事したような感じになるんでしょうけど、要点を表現することは大変だろうと思いますが、簡潔にまとめることをご提案申し上げます。
（佐藤課長）
まとめて分かりやすくという観点が逸脱した資料にしてしまいましたけれど、今度作る時には、一つ体系だって一つの流れっていう形の１資料にさせて頂きます。
先程来、各委員さんから頂きました内容についてですけれども、例えば今中心市街地の関係は今一番の議論になっていますけれど、県は都市・まちづくり課の方で。先程コンパクトシティという話をさせて頂いてございますけれども、まさに中心市街地を今後どうしていくか、あるいは周辺地域をどういうような形にしていくかって計画ですとか、そういったものを策定する予定にしておりますので、そういった点を今日頂いたご意見を踏まえて、それぞれの担当課の方に意見を伝え、頂いた意見を踏まえた今後施策展開というものを考えさせて頂く予定にしております。
またリニアにつきましては、今、飯田市さんをはじめ上下伊那の地域と県との方で会議を設けておりまして、リニアの駅を活かした長野県の活性化ですとか、観光とどのような形に生かしていくかという事を、来年度以降検討して頂く予定にしております。
今現在、リニアの長野県駅の周辺は白地地域になっておりまして、まさに乱開発する可能性もあれば、土地利用を色々考えていく上で、規制正しく規則正しい開発ができる可能性がありますので、そういった点は飯田市さん自身がどういうお考えかもございますので、地元の市町村との連絡を取りながら、土地利用について検討させて頂きたいと思います。　

それぞれ空き店舗の関係ですとか、それぞれ担当課にも伝えさせて頂き、新年度の予算の中で今検討させて頂いているものもございますので、そういった所に反映しつつ、頂いたご意見を踏まえた利用計画にさせて頂きたいと思っています。よろしくお願いいたします。　
（春日部会長）
それでは最後に、国土交通省の小川利用計画係長さんに、本日の審議の全体を通じての感想や、今後の長野県計画策定に当たってご助言等がございましたら頂ければありがたいなと思いますけれど。
（国土交通省小川利用計画係長）
本日県計画の審議ということで、委員の皆様方のご意見を聞かせて頂いたんですけれども、やはり特に長野県さん農業県であると思いますし、それから山林も豊富だということで、こういった所をこれからどう管理していくかという所が非常に重要な問題だという事、全国計画以上に強く認識されているのかなと思いますので、こういった所をまず一つ県計画の今回の変更に入れて頂ければと思います。
あとリニアの話題ということで、全国計画の方にはリニア中央新幹線の事は記載はしていないんですけれども、同時に策定しております国土形成計画、これは昔でいう全国総合開発計画の流れをくむものですけど、今は法律で一体として両計画を作ることになっておりまして、そちらの方にはリニア中央新幹線ということで、一つ、東名阪が一体となったスーパーメガリージョンという事で、今そこをどう活かしていくか我々国土政策局総合計画課の方にもそういった問題を中心に検討しているチームもありますので、引き続き今日の意見を、国土利用計画の担当だけではなくて、そういったところに持ち帰らせて頂いて、また議論をさせて頂ければと思いますけれども。
長野県さん特に南北に広い県土をお持ちで、今回リニアができると、北側の方は北陸新幹線、南側の方はリニアということで、それぞれ長野・飯田を中心として、両方とも東京や名古屋に向いてしまうのかなという所があって、なかなか県の南北の繋がりというのが難しくて。お隣の岐阜県は、中津川はやっぱり名古屋と結びつきが強くて、岐阜の県庁所在地の岐阜市と結ぶような高速の鉄道網が無かったりとか、そういった所がリニア沿線の２県は非常にあると思います。ぜひ県土の魅力を高めて、飯田だけ、長野だけという事じゃなくて。我々国土交通省の方も、地方整備局が関東地方整備局と中部地方整備局と北と南に分かれておりますんで、なかなか申し上げづらい所はあるんですけれども。

ぜひ県土の魅力をこういう計画作りを通じて高めていって、よりよい県になって頂ければと思います。どうぞこれからも色々検討の方お願いできればと思います。
（春日部会長）
ありがとうございました。以上をもちまして本日の会議事項は終了いたしましたので、部会長としての務めを終わらせて頂きます。大変ご協力ありがとうございました。
４　閉　　会
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